
 

 

 

 

 19 



システム改修（案） 

項目 現  状 改 修（案） 

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ 

情報が集中しすぎており、煩雑な印

象を与える画面構成になっている。 

必要かつ最低限の情報に絞り、画面構

成をスリムにするとともに、視覚的に

分かりやすい画面とする。 

検 

索 

性 

キーワードによる限定的な検索シス

テムとなっている。 

全文検索機能を導入する。 

多くのカテゴリーがあるが、「防災」

など今日的なカテゴリーがない。 

カテゴリーを追加・削除し、全体的な

整理を行う。 

管
理
性 

システムのどの部分（ページ）の閲

覧が多いのか分からない。 

ページごとのアクセス状況を採取し、

分析ができるようにする。 

コ
ン
テ
ン
ツ 

動画コンテンツをスマートフォンや

タブレット端末で再生できない。 

スマートフォンやタブレット端末で再

生ができ、いつでも・どこでも視聴が

できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（効果） 

・見やすい画面による操作性、視覚的な親しみやすさの向上 

・広範囲かつ網羅的な学習情報の提供による検索機能の向上 

・社会的な状況に適合するキーワードによる検索機能の向上 

・利用者のニーズの的確な把握による学習コンテンツの充実 

・普及するモバイル端末への対応による情報提供機能の向上 
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○大学と連携した社会教育担当者研修会の実施    （新規 １７１千円） 

  社会教育の最前線で活動する公民館主事等の社会教育担当職員に対して、

名古屋大学と連携しながら、体系的・実践的な講座を継続して提供し、職

員の資質向上を図る。 

 １ 基礎的・基本的な知識・技能の養成を図る研修 

   県内各市町村の社会教育関係課職員、公民館等の社会教育施設職員の

うち、比較的経験年数の浅い者を対象とし、全市町村の参加を得て、全

５日間の日程で講義等を実施する。 

  （研修の内容） 

   ・社会教育の意義や必要性、現在の状況等に関する講義 

   ・実際の講座企画に必要となるプレゼンテーションの技術や場を和ませるア

イスブレイクの手法などを学ぶグループワーク 

  

 ２ 高度で専門的な知識・技能の向上を図る研修 

  市町村で社会教育に携わっている職員のうち、原則として社会教育主

事資格取得講習※を修了した者を対象として、半年程度で１５コマの講

義等を実施する。 

  （研修の内容） 

   ・ゼミ形式による参加市町村からの実践報告、及び市町村が直面している課

題等に対する討論 

   ・基礎的・基本的な知識から、さらに一歩進んだ高度で専門的な知識を習得

するために必要となる講義 

   ・公民館を中心として活発な活動が行われている先進地域（長野県松本市）

におけるフィールドワーク（1 泊 2 日） 
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※社会教育主事資格取得講習 

    社会教育主事の職務を遂行するのに必要な専門的知識、技能を修得し、社会

教育主事となりうる資格を付与することを目的として、社会教育法第９条の５

の規定及び社会教育主事講習等規程に基づき実施する講習。 

東海地方では愛知教育大学、岐阜大学、三重大学、静岡大学がそれぞれ持ち

回りで実施し、平成２６年度は愛知教育大学で行われる。 
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